
兼

山

の

警

節
二
番

戒

(
γ
-
ド
)

鰐
二
鱗

喜
八

言

こ

7
九

二

一年
四
月
十
四
日
.
北
緯
四
十

7
度
四
十
六

分
西
経
五
十
度
十
四
分
の
地
に
て
氷
山
に
衝
突
し
､
大

旅
客
船
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
が
沈
渡
し
､
千
五
官
の
人
命
が

行
衛
不
明
'J
t･i
-
､
金
世
界
の
耳
目
を
驚
か
し
た
｡
そ

れ
か
ら

1
ヶ
月
後
'
米
国
の
水
路
部
か
ら
同
団
海
軍
省

に
射
し
､
も
し
看
視
巡
遊
概
を
配
置
す

る
な
ら
ば
.
か

ゝ

る
危
険
を
事
前
に
防
ぎ
得
る
革
を
建
議
し
た
の
で
.

早
速
基
質
行
に
か
J'
-
､

7
九

叫
三
年
に
至
っ
て

T
h
e

U

S
R

e

venue
C
utte
r
S
ervice
(沿
岸
警
戒
植
局
)
が

そ
の
事
務
を
執
-

二
腹
の
カ
ッ
タ
ー
が
代
る
代
る
其
任

に
つ
い
た
底
英
観
船
で
南
棟
探
険
で
有
名
L･i
ス
コ
チ
ア

脱
も
こ
れ
に
協
力
し
.
種
々
気
象
挙
上
又
は
海
洋
畢
上

有
益
な
測
最
を
や
っ
た
の
で
あ
っ
た
｡
同
年
の
秋
に
は

愈
倫
敦
で
海
上
の
.生
命
保
全
曾
講
が
開
僻
さ
れ
る
事
に

な
-
､
其
終
糸
十
四
の
海
図
が

1
致
し
て
､
北
大
両
群

の
サル
-
危
険
な
氷
山
浮
流
海
面
を
山間
後
毎
年
引
つ
･3>
い

て
警
戒
す
る
こ
亡
に
同
意
し
.

1
九

7
四
年

!
月
二
十

日
､
釆
団
は
こ
の
事
業
の
遂
行
を
引
受
け
た
の
で
､
他

の
園
は
其
園
に
威
す
る
解
の
纏
噸
数
の
比
例
で
登
用
を

負
捨
す
る
こ
E
に
定
ま
っ
た
｡

7
九

7
四
年
以
後
､

7
九

1
七
年
だ

7
八
年
は
戦
時

で
中
止
し
た
が
'
其
後
引
薦
き
水
団
が
沿
岸
瞥
減
の
任

に
常
-
'
毎
年
米
国
か
ら
光
も
新
し
-
て
騰
袋
の
尤
も

完
全
な
カ
ッ
タ
ー
を
二
腔
任
務
に
就
か
し
め
る
事
に
な

っ
て
ゐ
る
.
而
し
て
去
る
二
年
間
は
､
モ
ド
ッ
ク
及
タ

ン
パ
の
姉
妹
船
が
'
こ
れ
に
従
事
し
､
三
月
か
ら
六
月

ま
で
.
も
し
必
宴
な
時
に
は
七
月
ま
で

ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク

ス
に
其
根
櫨
地
を
乾
い
て
出
動
し
た
.
其
服
務
は
氷
山

浮
流
甚
域
を
'
十
五
日
間
宛
交
代
で
見
張
る
の
で
'

't

リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
往
復
日
数
は
､
こ
の
勤
務
外
で
あ
る

看
視
調
査
の
音
便
は

E
･
十
T.
S
-
ith

大
尉
で
あ
る
｡

:
の
二
血
丁間
ビ
い
ふ
-
の
は
瓜的
に
外
海
に
あ
わ
ー
十
五



つ
い
て
ゐ
て
､
恐
る
べ
き
氷
山
の
僅
龍
及
其
移

動
を
春
日
の
海
図
に
記
載
し
っ
ゝ
あ
-
､

ワ
ー

ド
氏
は
沿
岸
響
減
司
令
官
の
好
悪
で
､

1
九
二

三
年
六
月
十
六
日
･よ
-
七
月
二
日
迄
タ
ン
パ
親

に
搭
乗
し
て
こ
れ
を
温
容
す
る
の
俊
を
得
た
｡

氷
山
の
多
-
は
.
披
洲
の
両
岸
又
は
バ
ッ
プ

ヰ

ソ
滑
の
東
岸
に
下
る
氷
河
の
末
端
か
ら
維
れ

て
-
る
の
で
あ
っ
て
'
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
を
敵

へ
る

1
大
水
野
は
､
徐

々
に
渓
谷

に
滑
ひ
て
･u

-
落
ち
つ
～
あ
-
p
其

一
片
が
氷
山
で
あ
る
｡

こ
～
に
注
意
す

べ
き
事
は
.
絃
洲
の
東
岸
に
.u

･O
落
ち
た
氷
山
で
'

フ
ェ
ア
ク

ヱ
ル
岬
を
迂
回

し
て
北
上
し
.
デ
ー
ダ
イ
ス
海
峡
の
近
-
ま
で

行
き
'
そ
こ
か
ら
ラ
ブ
ラ
ド
ル
寒
旅
に
伴
ひ
南

下
す

る
こ
と
で
あ
る
.
こ
れ
は
紘
洲
東
岸
の
寒

流
が
聞
流
の
北
上
に
刺
戟
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

が
､
こ
の
迂
回
の
氷
山
は
教
が
少
-
'
南
下
の

氷
山
は
多
-
は

メ
r,,
h')
サ
ウ

ン
ド
地
方
の
も
の

日
毎
に
胎
か
ら
柚

へ
策
-
移

っ
て
決
し
て
陣
地
を
研
ま

ぬ
bJ
い
ふ
鞘
励
振
で
あ
る
｡
其
下
役
に

1
人
の
書
記
が

氷

山

の

琴

戒

で
ー
鎗
程
北
方
か
ら
-
る
の
で
あ
る
'
こ
の
紋
洲
北
方

の
氷
河
は
ー
準
均

一
日
に

7
つ
宛
の
氷
山
を
海

に
迭
-

.ll.IT..九

三
]])



地

球

る
の
で
あ
る
が
.

;
鬼
面
に
出
た
氷
山
は
'
水
の
流
れ

ビ
風
の
ま
に
-

従
ひ
多
-

は

沿
岸
附
近
に
停
回
す

る
'
其
の
中
の
あ
る
も
の
が
'
あ
ち
こ
ち
動
-
問

に
偶

然

ラ
ブ
ラ
ド
ル
塞
流
に
乗
る
亡
､南
下
す
る
事
に
な
る
､

其
途
中
或
は
ラ
ブ
ラ
ド
〝
海
岸
に
押
し
上
げ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
.南
下
し
た
氷
山
は
大
抵

G
re
at
B
a
nk
の

北
側
で
見
え
な
-
.
溶
け
去
る
の
で
あ
る
が
p
時
に
英

7
部
分
が

ニ
タ
フ
ア
タ

ン
ド
ラ
ン
ド
の
南
岸
に
治
ふ
て

西

へ
動
-
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
が
英
番
の
根
源
に
な
る
C)

蓋
し
欧
洲
通
の
汽
船
は
大
圏
航
路
に
近
づ
-
た
め
に
.

こ
の
グ

レ
ー
ト
バ
ン
ク
の
南
端
を
掠
め
て
或
は
来
し
或

は
閣
す
る
こ
亡
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
'

こ
の
F',l
ソ
ク
附

紀
で
氷
山
に
逢
ふ
周
で
あ
る
.
こ
ゝ
は
塞
洗
～J
潅
流
亡

の
衝
突
地
鮎
で
あ
る
か
ら
.海
水
は
多
少
渦
流
を
起
し
.

洗
ら
早

-
な
っ
て
p
肇
め
に
氷
山
は
前
後
に
動
き
.
其

の
行
路
が
不
払
で
､
埜

刑
は
其
の
運
動
の
方
別
が
知
れ

な
か
っ
た
が
'

一
九
二

一
年
四
月
十

叫
口
か
ら
五
月
十

二
日
迄
の
間
に
非
常
に
大
な
氷
山
が
流
れ
て
雄
死
時
.

J
ヶ
月
間
に
四
度
-
看
戒
の
目
に
入
っ
た
が
.
其
時

々

の
位
置
､
肘掛
風
ハ基
地
の
･方
法
で
‥
れ
は
同

山
の
氷
山
で

鰐
二
番

年
二
琴

雪

i
O

三
匹

あ
る
事
が
明
に
な
っ
た
虜
め
に
'
は
じ
め
て

一
般
の
氷

山
の
流
下
運
動
の
方
向
を
知
る
こ
E
が
出
凍
た
0

氷
山
の
流
速
は
魔

に
よ
っ
て
違
-
が
､
パ
ン
ク
の
南

端
で
寒
流
に
の
つ
て
ゐ
る
時
に
は
､最
高

一
時
間

○
｡七

浬
の
速
度
蟹

ボ
め
す
.
そ
こ
で
こ
の
速
力
で
.'rl
ヅ
ブ
イ

シ

ラ
ン
ド
の
ケ
ー

ブ
p
ダ
ィ
エ
ル
か
,Al
l.
北
緯
四
十
五

度
の
こ
の
涯
迄
-

る
の
に
､
五
ケ
月
は
経
過
し
た
事
に

な
る
p
し
か
し
暖
流
の
上
で
は
決
し
｢
,A
-
長
持
ち
が

し
な
い
で
.
塞
流
の
頂
端
か
ら
鹿
に
教
哩
に
し
て
滑
え

て
し
ま
-
'
従
っ
て
航
海
上
尤
も
注
意
す

べ
き
は
.
こ

の
寒
暖
二
流
の
魯
瓢
で
あ
る
.
看
親
船
は
こ
ゝ
で
ま
と

し
て
海
水
の
粗
度
を
知
ら
ぬ
ぼ
な
ら
ぬ
'
故
に
こ
の
危

険
鼎
に
入
る

一
般
の
航
捲
薯
に
封
し
て
も
'
海
水
粗
度

の
測
量
報
告
を
求
め
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
.
勿
論
こ
の

俊
寒
二
流
の
使
別
は
温
度
に
よ
ら
ず
し
て
'

山
目
判
然

た
る
場
食
が
あ
る
.
そ
れ
は
水
色
の
差
で
あ
る
'
タ
ン

パ
魂
が
こ
の
晩
界
を
横
ぎ
つ
た
時
に
'
糖
の
骨
は
華
氏

三
十
四
度
で
あ
る
の
に
'
船
尾
は
五
十
六
度
で
あ
っ
た

か
ら
~
氷
山
を
前
に
し
て
櫓
員
が
海
水
静
を
し
た
位
で

あ
る
､
笛
血
し
欧
洲
行
又
は
北
米
行
の
胎
は
:
の
.Jハ
ン
ク



n水火 亡かバ ンタ

の
南
端
.で
掠
め

る
の
が
光
-
近

-
し
て
~
し
か

も
こ
ヽ
で
は
'

咋
に
よ
っ
て
東

端
の
前
進
が
違

ふ
の
で
あ
る
か

ら
.
或
時
は
氷

山
が
絹
に
下
-

氷
る
恐
れ
が
あ

ち
.
こ
れ
芯
脱

を
要
す
る
滋
大

畑
附
で
あ
る
･

石
親
船
の
任
務

は
こ
-

い
ふ
状

況
に
臆
じ
て
'

氷
山
の
拘
tJ
東

ビ
西
の
境
非
を

定
め
'
汽
船
を

こ
の
線
内
に
立

ふ
山

の
守
戎

入
ら
し
め
ね
の
で
あ
る
が
,
同
仲
に
ノ
ン
ク
の
南
雌
に

曹
ろ
･l-%
上
位
東
を
行
ひ
､
-
し
氷
山
が
見
つ
か
.言

征

ち
に
之
に
近
づ
き
瑞
細
に
こ
れ
を
珊
瀬
L
t
綿
苗

に
ど

ら
'
新
風

に
-
つ
L
t
相
聞
に
化
粧
を
入
れ
て
荘
く
,

滋
の
深

い
日
に
は
こ
-

い
ふ
作
業
ほ
ど
で
も
SI…
水
ね
か

ら
､
船
は
錨
i:～,あ
げ
て
漂
遊
す

る
'
そ
し
て
永
山
ビ
北
ハ

に
深
淡
の
速
度
を
測
定
し
た
-
す

る
'
権
や
泣
鮎
の
際

に
は
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
で
氷
山
の
付
置
を
見
失
は
ね
や
う

努
力
す

る
｡

邪
純
鮒
は
こ
の
外

に
軸
線
花
信
で
氷
山
出
撃

抑
域
北

緯
円
十
度
以
北
西
絹
五
十
,'i
T皮
以
仲
の
弥
上
に
i
=
る
各

般
か
ら
の
報
S
=
<･J=･…-
柁
蹟
耶
す

る
'
し
か
し
て
希
船
の

佃
野

t
.
北
ハ雅
%
=
に
従

っ
て
'
石
親
船
備
付
の
渥
岡
上

に
記
入
さ
れ
て
ゆ
-
､
も
し
氷
山
の
免
除
が
あ
る
･JJ
､

牢

b
に
｡
れ
に
警
告
を
費
す

る
O
も
し
今
迄
埠

芸

か

っ
た
氷
山
が
突
然
出
現
す

る
綿
は
'
紅
ち
に
そ

の
附
近

の
船
舶
に
迫
知
す

る
ビ
同
時
に
邪
親
船
は
進
ん
で
北
元

山
を
し
ら

べ
る
中

々
多
忙
で
あ
る
'
時
に
は
水
ヤ
ー･I
で
氷

山
を
雌
雄
さ
す

こ
と
も
あ
イt.
が
'
そ
れ
は
柿
Li
,三

で

ぁ
る
'
ク
ソ
バ

枕
の
見
た
氷
山
の
中
に
は
･:=Z
･:ハ
十
..<
択

蓋

.･

三
五



地

球

幅

1
六
九
〇
沢
も
あ
る
大
氷
山
が
あ
る
.
こ
れ
は
恐
ら

-
三
千
六
官
萌
噸
か
ら
の
犬
氷
塊
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

兎

量
感
照
)
こ
ん
花
大
電
塊
を
破
る
こ
.(,vJ
は
現
在
bl
人

力
の
及
ぼ
ざ
る
桝
で
.
晒
渥
水
の
み
こ
れ
を
よ
-
す
る

断
で
あ
る
｡
し
か
し
氷
山
を
児
L
J普
通
の
腰
は
t
AfJ
も

す
れ
ば
過
大
に
報
告
す
る
も
の
で
'
看
視
糟
へ
､
今
三

富
乃
至
四
市
沢
の
高
が
あ
-
p

…
哩
の
贋
あ
る
永
山
を

瞥
見
し
た
な
..W
ゝ
通
知
し
て
-
る
が
'
賓
際
そ
ん
な
大

な
も
の
は
､
看
職
以
凍
見
た
こ
,̂J
が
な
い
.
過
去
四
年

間
に
現
ほ
れ
た
氷
山
の
最
高
は
海
面
上
二
百
四
十
八
沢

で
最
大
は
幅

〓
ハ
九

〇
帆
の
も
の
ネ

あ
っ
た
｡

･
･･'.-.,-
;
I
']
-i･..'･
.
:

;･
十

.L
J
;

･,
'=
.

･I.1-A-
書

-∫-､～
ノし､ノー･ノーーノー､ノー-1･-･--1-
ノーーノ,1喜

-/
～
l･ノ11く-1ヽ1･-I--I

第
二
番

▲2
--ら
-㌔-
--1
I-
I-
E
I
1-1
-

-
-

--1----
1
-

1

2

--
～-
I

--
-

-

--

-
I

-

-
-
1

琴

一紙

喜

l

冨

荒

⑳
鴨

繰

江
解

氷

年

表

大
軍

R
年
以
後

十

二
年

間

に
於
け
ろ
税
関
文
額
の
調
査

年

別

大
牢

冗
年

同

二
年

同

山二
年

同

四
年

同

五

年

同

六
年

同

七
年

同

八
年

同

九
年

同

十
年

同
十
一
年

間
十
二
年

相
の
交
鵡
壮
紹

三
月

五
日

三
月

一
七
日

1.(.∫

7
U

四
月

一
日

三
月
二
七
日

1..-;

]
1
:

ll,月

一
川
口

三
月

二
二

日

三
月

丁セ

ロ

三
月

九
日

三
月

二

日

三
月

T
六
:

流

氷

同

九
日

同

二
六
日

岡

六
日

岡

田
日

岡
二
六
日

同

一
八
日

同

1
七
日

同

一
十
｢

同

1九

日

同
二
二
日

同

一
二
日

同

山
セ
ロ

舶

行

開

始

三

月

〓

ハ

ロ

三
月
二
八
日

三
月

7
叫
日

四
月

六
日

三
月
三

二
2

三
月
二
羽F'E3

三
月
二
二
日

三
月

7
七
日

三
月
三

二
日

三
月
二
五
日

三
月
二
二
口

三
月
二
八
月

盆

解

氷

同

7九
日

同
三

t
H

同

一
三
日

同

八

日

四
月
三
日

同
二
六
口

同
二
六
8

同
二

一
日

同
二
五
口

同
二
八
日

同
1...i
_

同
三

7
日


